

























































































































は､ 過去形､ 現在形() の形態をとり､ 未来につ
いては[] となる｡ 過去形､ 現在形と比して､ これは自体の屈折ではなく､
という助動詞が加わっただけである｡ これを ｢未来時制｣ と呼ぶということは､ 動
詞の屈折､ つまり形態の変化ではなく､ ｢内容｣ が変化したことに対して呼称を与えるという







たとも思えない記述の混乱がある｡ 何の説明や根拠もなく ｢未来時制｣ や ｢未来形｣ と明記し
たテキストが数多く見られる｡ これについては２. １で詳細を見る｡






未來のことを表すのに用いられた (大塚 1974 4)｣






























で､ ｢…の力がある｣ ｢…の権力がある｣｡ よって ｢～できる｣ と



















































 とある｡ が現在時制 (ときに未来にも言及) に用いられるよ
うになったのは､ 仮定法用法｡ そうすることで義務の意味をやわらげるためであったという｡
ここまでくると､ の姿も想像できる｡ 元来の動詞としての意味を確認する｡ 































































上述の､ かつて ｢未來時制はなかった｡ そのもっとも古い言語では現在時制が未來のことを
表すのに用いられた｣ のは､ 実は元来動詞の現在形である助動詞が動詞の原形と結びついた形
と考えれば､ ｢動詞や助動詞の現在形は未来について言及することができる｣ と言い換えるこ
とができる｡ このように､ (助) 動詞の現在形が未来を表すなら､ ｢未来時制｣ ｢未来形｣ とい
う呼称がいかにあいまいであるかということが言えよう｡
次に ｢未来時制｣ ｢未来形｣ は存在するという立場から､ もう一度､ 上記の内容を確認した
い｡
１. ３ ｢未来時制｣ 容認派の意見











などは､ 現在時制にも完了や進行があって､ 現在時制を ｢分割共有

















しかしながら､ 時制と動詞の形態変化を併せ定義する､ すなわち ｢動詞の屈折｣ という点
(や












実は ｢英語の時制は過去と現在の２時制｣ は､ 何も英語だけに限ったことではない｡ 日本語
も同じなのである｡
｢上の表からもわかる通り､ 基本的に日本語のテンスは過去・現在・未来を表すのに
ル／タの対立 非過去／過去の対立しか持ちません｡ このため､ 『いく』 や 『書き
ます』 の形を“非過去形”と呼ぶことがあります｣ (井口他 1994：60)
ここでは､ ｢過去｣ と ｢そうでないもの｣､ つまり､ 現在と未来は連続体で捉えられている｡
この思考様式は英語にもそのまま当てはまるのではないか｡ すなわち､ 日本人英語学習者が時
制を考えるとき､ わざわざ ｢未来時制｣ を持ち出さなくとも､ 過去と現在､ そして､ 現在形が
未来を表すことがあるとしてもそれほど混乱は生じないと思われる｡
同時にこれは未来表現に充ててきた ｢～するだろう｣ ｢～するつもりだ｣ という日本語訳す
らも不自然であると言える｡
次に､ 大学の教科書､ 主に	をねらいとした､ ｢基礎英文法｣ の立場から解説した教
科書をいくつか見てみる｡ これら教科書は中学校の英語からやり直そうという趣旨で作成され
ており､ そこで ｢未来｣ がどう扱われているのかを見ることが目的である｡
２. 教科書の実態～大学と中学の教科書比較～
２. １ 大学教科書､ 主に教育用教科書における ｢未来｣ の扱い
手元にある複数の大学教科書を見ると､ 文法教科書にとどまらず､ 
対策本などでも､
とくに解説もなく普通に ｢未来時制｣ ｢未来形｣ という呼称が用いられているものが多い｡
たとえば､ 角岡他 (2009) ｢英語が好きになる英文法｣ という教科書には以下のようにある｡
｢時間には 『過去－現在－未来』 という流れがあることは直感的に分かりますね
… (中略) …文法で､ 時間の流れに関わる体系を 『時制』 と言います｡ 日本語では､
現在時制が動詞の言い切り (終止形) で表されるのに対して､ 過去時制と未来時制は
助動詞の助けを借ります｡ たとえば現在形の 『歩く』 というのはカ行五段活用の終止









形＋助動詞』､ 『連体形＋助動詞』 の組みわせで表されています｣ (31)
これは､ １. ４で見た､ 日本語は ｢過去・現在・未来を表すのにル／タの対立 非過去／
過去の対立しか持ちません｣ との考え方とは異なる見方を示している｡ １. ４で提示した考え
が一見解にすぎないとしても､ ｢歩く｣ の未来形が ｢歩くだろう｣ とは画一に過ぎる｡ ｢毎日１
時間歩く (現在の習慣)｣ ｢あの交差点で車を降りて歩く (未来)｣ の差をどう説明するのだろ
う｡ また	を考える教科書として､ 英語に直接関連しない ｢連用形｣ ｢連体形｣ という
概念を持ち出すのも疑問を感じる｡ 学習者 (この場合大学生) は英語は苦手でも国文法の用語
には習熟しているということだろうか｡ さらにこのあと次のように続く｡










このテキストだけではない｡ 中郷他 (2008) ｢読める英文法・聞ける英音法｣ には ｢未来時
制｣ という語は用いないまでも､ 次のような記述が見られる｡
｢未来の出来事を表すには､ (9) のように
	を用います… (中略) …また､ 
	の
代わりに [] を用いて未来の事柄を表すことがあります… (中略)
…







｢(4)  	｣ (31)
これは ｢近い未来｣ だろうか｡ では､ 今ここで電話がなったとして 	と
	を使っ






・未来形とは､ 未来､ 意志 (…しようと思う)､ 推測 (…するだろう)｡ 義務､ 命令な
どを表現したいときに､ などを使うんだよ｡
近接未来形
・近接未来形とは､ まえもって意図 (…するつもりである) や計画性 (…しようとす
るところだ) があるときの表し方だよ｡ 	を使うんだよ｡ (
16)
とは言え､ 大学生向きの日本語の記述表現として妥当かどうかはさておき､ 先の２
書に比べ､ 	の違いが明確にされているのは評価できる｡ が､ その分類は､ 言
葉づかいと比べて､ 細部に分類されすぎではないだろうか (はたしてそこまで細かく覚える必
要があるのだろうか)｡




き､ 多くの中高の英語教員が ｢未来時制｣ ｢未来形｣ ということばを用いていることからも､
教育現場では ｢未来“時制”｣ という呼称はまだ用いられていると思われる｡ 中高の学習参考
書なども同様である｡
現場の先生方からは ｢どう呼ぶかについてはこだわらない､ むしろ生徒たちの理解しやすい
ように､ 簡単に未来形､ 未来時制と呼んでいる｣ との声もある｡ しかし､ それでは､ 生徒に動
詞の変化表 (原形､ 過去形､ 過去分詞形) を覚えさせ､ ｢	の過去形は？｣ や ｢	の過去分




 2 (開隆堂 2005 
95))
巻末資料１) 文法のまとめ ２. いろいろな ｢時｣ の表し方
(５) これからのことについて言う時
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. ｢～するつもりである｣ とか ｢～することになっている｣ など､ すでに決まっている
ことを言うときには､ ＜動詞＋＋動詞の原形＞を使います｡ この形は､ いま決
めたばかりのことには使いません｡
. ｢～しようと思う｣ と気持ちや考え､ いま決めた予定などを言うときは､ ＜	
＋動
詞の原形＞の形を使います｡








 	2 (東京書籍 2005)




＋動詞の原形｣ で ｢…します｣ と未来のことを表す｡
はの記述に比べ､ ややあいまいな記述となっている｡ とくにのカテゴリー
は ｢いろいろな時制｣ の中の､ 動詞の過去形のすぐあとにあることからも学習者が時制の
一つ､ すなわち ｢未来時制｣ と結びつけてしまう懸念がある｡ ただし､ ３年の教科書の ｢基本





 言語材料の (エ) 動詞の時制など
現在形､ 過去形､ 現在進行形､ 過去進行形､ 現在完了形および助動詞などを用いた未
来表現 (文部科学省 2008, 110)




は､ 前述のように ｢生徒たちの理解しやすいように｣ という個々の配慮からきているのかもし
れないが､ 指導要領と異なっていることは案外自覚されていないのも事実である｡







や大学教員を交えて模索している状況である｡ ここに ｢小学校英語｣ という要素が加わり､ 小
中高という連携が新しい課題となっている｡ 一方､ 中高大という連携もまた長い歴史を持って






また､ 学習者の成熟年齢も中学生と大学生は異なる｡ 基礎的な文法の復習とはいえ､ 内容や
記述は大学生の知的水準や知的好奇心にふさわしいもので行いたいものである｡
３. 大学における ｢未来表現の指導｣ についての一考察
３. １ 語学専門学校における指導例から
かつて語学専門学校で基礎翻訳の授業を講義したときの経験から､ そのときに使った例文を
用いて､ 授業で提示する ｢未来表現｣ の例文とその指導について述べてみたい｡
３. １. １ の指導
画一的に ｢～するだろう｣ と訳すのはやめる｡
｢参考書には､ ウソが多いのである｡
たとえば､ 私のよく使う英和辞典を引いてみると､ まず､ こんな 『ウソ』 の
定義に出会ってしまう｡
『1 ≪単純未来≫ (1) …だろう､ …でしょう』
おもわず 『バカ言え､ んなわけないだろう』 とクレームをつけたくなる｡
はっきり言えば､ に､ 『…だろう､ …でしょう』 という言葉の意味はないのだ｡｣
(マーク・ピーターセン 2003：82)
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２. １で見た角岡他 (2009) における記述 ｢たとえば現在形の 『歩く』 というのはカ行五段
活用の終止形ですが､ 過去形の 『歩いた』､ 未来形の 『歩くだろう』｣ は､ かように批判の対象
となる｡ ピーターセンの説明を待たずとも､ 日本語のネイティブである我々が､ より自然な日
本語で訳そうと思えば､ 	－
	は､ 普通は ｢大丈夫だよ｡ 僕が手伝う
から｣ であって､ ｢僕が手伝うだろう｣ ｢僕が手伝うでしょう｣ はおかしいし､ 
49 	
｢私は10月で49歳になります｣ であって､ ｢私は10月で49歳になるでしょう／
なるだろう｣ を自分で言うことはない｡ これは､ ひとつにはをことさら ｢未来｣ という
カテゴリーに入れようとするから､ ｢…だろう､ …でしょう｣ などととってつけたような日本
語が必要になるのだ｡ ｢に､ 『…だろう､ …でしょう』 という言葉の意味はない｣ とすれば､
より自然な日本語に近づく｡ また､ １. ２で見たように､ はもともと現在形の動詞であっ
たということを教授者が踏まえて (必ずしも学習者に伝える必要はない) おけば､ ｢～だろう｣
という訳を提示しないでもすむ｡ おそらく学習者にとってもより自然な日本語感覚に繋がる｡
３. １. ２ ～を使う場合
のは不定詞だが､ これは前置詞のと語源的に同じであり､ 前置詞が ｢行動













の ｢確実に何かが実現する未来｣ はやや言い過ぎと言える｡ むしろ､ #2 (開隆堂
2005 95)) の












④はジーニアス英和辞典第４版では不可とされているが､ は ｢いま決めた (＝電
話が鳴った時点で出ると決めた) ことには使｣ えないからである｡ あらかじめ電話が鳴ること
が分かっており､ その時間に電話に出る心算をしているといった少し特殊な状況になる｡ この







などもと の比較に使える｡ ｢隣の部屋で寝るからね｡ でも心配しなくて
いい｡ (君たちが眠っているときも) 耳をすませて､ 子供攫いたちが来ないように用心してい
るから｣ (訳､ 傍線：筆者)
３. １. ３ 単純進行形が未来を表す場合




この類の例としては､ %&'のコマーシャル  も含まれる｡ これがテレ
ビで流れたとき､ 普段教室で ｢などは進行形にならない｣ と教えていた英語教員は
唖然としたかもしれない｡ 大修館書店の月刊誌 ｢英語教育｣ 2004年12月号( では
)と解釈していたが､ ｢すでに始まり､ まだ終わっていないの気持ち｣ と捉
えれば､ ｢どんどん好きになっていく｣ ととるべきかもしれない｡ 類例は映画でも話題になっ
た'*&+の原作にも見られる｡
④,	 			 - 		.
/  	&!-!&! 0 , 
	     (120032
159)














う動作を学生に想像させ (あるいは見せ) ながら説明すると､ ①～④のことがよく理解できた
ようである｡
３. １. ４ その他の時制によるの違い








前者は ｢(普段は) 何を飲んでるの？｣ に対し､ 後者は ｢(では今これから) 何を飲みますか｣
となる｡ 映画007の第６作 ｢女王陛下の007｣ でボンドが女性に		
と言う場
面がある｡ これを例示すると､ 学生たちもいわゆる ｢使える英語｣ としての違いに関心を持っ
てくれたようだ｡
３. １. ５ 未来表現の指導についてのまとめと考察
英語に ｢未来時制｣ はない｡ 現在時制のなかの一つの相と捉えたほうが､ 合理的である
(などの助動詞の ｢助け｣ を借りて未来を ｢表現｣ すると考える)｡ 日本
語にも ｢未来時制｣ はなく､ の訳語として ｢～だろう・でしょう｣ を充てるのは混乱を与
える｡ 英語の未来表現の理解に画一的な日本語を与えることが誤解のもとになる｡
単純に ｢英語の未来表現はこれから先に起こること・これから先の計画や心算などを表す｣
くらいの表現にとどめる｡ すると現在形､ 進行形､ 		､ が伝えるそれぞれの未来






る我々大学教員も注意しなければならない｡ 先に述べたように､ 中高､ 今後は小中高､ と連携





今回取り上げた ｢未来に関する指導｣ は､ 英語教育における文法指導という分野の､ さらに
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